
農林水産省 消費・安全局

畜水産安全管理課

飼料安全の観点からの手続について

ゲノム編集技術を用いた農林水産物に必要な手続等 資料５



飼料に使われる作物

・とうもろこし

・小麦

・アルファルファ（牧草）

・稲（稲わら、飼料用米、米ぬか）

・大豆（大豆油かす）

・なたね（なたね油かす）

・綿（綿実、綿実油かす）

・甜菜（ビートパルプ）

サイレージ配合飼料

綿実

とうもろこし
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加工食品の残さを活用した飼料の例

果実、野菜等

食品

果実・野菜を絞った後
の残さや端材

加
工

りんごジュースかす 馬齢しょでん粉かす

※ 魚粉（動物に由来するたん白質）は、飼料安全法の規定により牛への給与が禁止

飼料

魚粉※

2



従来の突然変異による
育種技術

ゲノム編集技術

手続なし 届出・公表 安全確認・公表

組換えDNA技術に該当

ゲノム編集技術を利用した飼料の取扱い

太陽光の紫外線などにより、
不規則に切断される

（どこが切断されるかわからない） 狙った場所を切断

欠失・置換、挿入
外来遺伝子又はこれに相当

する遺伝子断片を挿入欠失・置換、挿入
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事前相談（農林水産省へ）

事前相談内容の確認

事前相談の回答

開発者等 農林水産省

※１ ゲノム編集飼料等の飼料安全上の取扱いについて（令和2年2月7日付け農林水産省消費・安全局長通知）

２ 食品安全委員会の意見聴取が必要と判断された場合は、農林水産省が食品安全委員会に諮問

３ 組換えDNA技術によって得られた飼料・飼料添加物として、飼料安全法の省令・告示を準用（一部の飼料添加物は、安全確認とは別の手続）

届出
(農林水産省へ)

公表
(HP掲載)

ゲノム編集飼料の取扱いに係る流れ※１

＜開発者等が届出を行う情報＞

① 開発した飼料の品目・品種及び概要

② 利用したゲノム編集技術の方法及び改変の情報

③ 外来遺伝子及びその一部の残存がないことの確認に関
する情報

④ 確認されたDNAの変化が既知の毒性物質の増加を生じ
ないことの確認に関する情報

⑤ 特定の成分を増加・低減させるために代謝系に影響を
及ぼす改変を行ったものについては、標的とする代謝
系に関連する主要成分（栄養成分に限る）の変化に関
する情報

⑥ 上市年月（上市後に農林水産省へ届出）

農業資材審議会※２

（遺伝子組換え飼料部会）
回 答

意見聴取（必要に応じて）

申請
(農林水産省へ)

官報掲載

安全確認
・農業資材審議会
・食品安全委員会

届出に該当
安全確認に該当※３

組換えDNA技術によって
得られた飼料
に該当しない

（届出後に流通）

（官報掲載後に流通）

組換えDNA技術によって得られた飼料に該当
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飼料安全の観点からの手続について

・ 食用で流通するものであっても、加工食品の残さなどが、
飼料として利用される可能性があります。

・このため、ゲノム編集技術を利用して得られた食品の
流通を検討する場合は、飼料利用についても農林水産省
（畜水産安全管理課）に御相談ください。
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